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七
夕
は
七
月
七
日
に
行
わ
れ
る
星
祭
り
で
、

織
姫
と
彦
星
が
年
に
一
度
会
う
と
い
う
伝
説

と
技
工
や
芸
能
の
上
達
を
願
う
乞き

っ

巧こ
う

奠で
ん

の
行

事
が
中
国
か
ら
日
本
に
入
り
、
さ
ら
に
古
代

日
本
の
棚た

な

機ば
た

津つ

女め

に
関
す
る
信
仰
が
結
び

つ
い
て
伝
わ
る
行
事
で
す
。
笹
竹
に
短
冊
な

ど
の
飾
り
を
つ
け
る
七
夕
飾
り
が
始
ま
っ
た

の
は
、
江
戸
で
は
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）
頃
と
言
わ
れ
、
こ
の
江
戸
風
の

七
夕
飾
り
が
仙
台
に
も
伝
わ
っ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
七
夕
は
江
戸
幕
府
が
定

め
る
五
節
句
の
一
つ
で
、
仙
台
藩
で
も
藩
士

が
登
城
し
て
お
祝
い
す
る
「
七
夕
御
祝
」
の

行
事
が
、
あ
る
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
仙
台
の
七
夕
の
風
景
を
描
い

た
資
料
の
一
つ
に
、
国
分
町
の
紙か

み

店だ
な

の
手て

代だ
い

佐さ

吉き
ち

の
筆
に
よ
る
『
参さ

ん
け
い詣

記き

』
が
あ
り
ま
す
。

佐
吉
が
仙
台
城
下
や
近
郊
の
寺
社
や
祭
り
に

出
か
け
た
こ
と
を
和
歌
や
挿
絵
を
添
え
て
記

し
た
日
記
で
す
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）

七
月
七
日
、
佐
吉
た
ち
紙
店
の
奉
公
人
は
、

主
人
の
家
族
と
近
所
の
笹
屋
の
家
族
た
ち
総

勢
二
十
三
人
で
評
定
橋
（
青
葉
区
花
壇
・

霊
屋
下
）
の
「
七
夕
ま
つ
り
」
に
行
き
ま
し

た
。
前
夜
の
う
ち
に
皆
々
と
翌
朝
早
起
き
す

る
こ
と
を
約
束
し
、「
言
の
葉
に
た
が
は
ず（
違

わ
ず
）」（
笹
の
葉
の
掛
詞
で
し
ょ
う
か
）、
早

く
起
き
て
見
物
に
出
か
け
た
の
で
す
。
挿
絵

に
は
「
七
月
七
夕
の
祭
り
　
御
評
定
橋
人
く

ん
じ
ゅ
（
群
集
）
の
図
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

橋
の
上
や
た
も
と
に
は
笹
竹
を
持
ち
寄
っ
た

人
々
の
姿
が
見
え
ま
す
。
江
戸
時
代
の
仙
台

の
七
夕
で
は
、
七
月
六
日
の
夜
に
笹
飾
り
を

出
し
、
翌
朝
に
評
定
橋
な
ど
か
ら
広
瀬
川
に

流
す
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
吉
た
ち
が
見

物
し
た
「
七
夕
ま
つ
り
」
は
こ
の
七
夕
送
り

を
指
し
て
い
ま
す
。

　
仙
台
藩
士
の
浜
田
家
の
年
中
行
事
書
（
文

久
二
年
・
一
八
六
二
）
に
は
、
七
月
六
日
に

五
色
の
紙
、
式
（
色
）
紙
、
短
冊
に
詩
歌
を

書
い
て
竹
に
付
け
、
牽け

ん

牛ぎ
ゅ
う

・
織し

ょ
く

女じ
ょ

の
星
を
六

日
の
夜
か
ら
翌
七
日
夜
ま
で
祭
る
、
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
仙
台
の
七
夕

は
笹
飾
り
を
家
々
の
軒
に
出
し
、
翌
日
に
川

へ
流
す
と
い
う
祭
り
だ
っ
た
の
で
す
。

　
十
三
代
藩
主
伊
達
慶
邦
が
仙
台
の
風
俗
を

記
し
た
『
や
く
た
い
草
』
に
は
、
仙
台
の
七

夕
が
七
月
七
日
で
は
な
く
六
日
の
晩
に
祝
う

こ
と
に
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
六
代
重
村

の
代
に
さ・
・
・
わ
り
が
あ
っ
て
仙
台
藩
で
は
七
夕

節
句
の
祝
い
を
し
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、六

代
宗
村
の
娘
の
珋り

う

姫
が
七
月
七
日
に
死
去
し
、

藩
士
が
登
城
す
る
「
七
夕
御
祝
」
の
行
事
を

や
め
た
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
影

響
で
、
城
下
の
七
夕
飾
り
も
七
月
六
日
に
祝

う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
太
陽
暦
と
な
っ

て
か
ら
も
街
中
の
七
夕
飾
り
は
旧
暦
の
七
月

六
・
七
日
に
行
わ
れ
、
明
治
時
代
末
期
に
新

暦
の
八
月
六
・
七
日
に
開
催
と
な
り
、
昭
和

二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
八
月
六
〜
八

日
の
三
日
間
に
な
り
ま
し
た
。
豪
華
な
七
夕

飾
り
が
登
場
し
盛
大
に
な
る
の
は
大
正
末
か

ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
、
七
夕
に
「
連
合
大

売
り
出
し
」
を
合
わ
せ
て
、
町
々
が
出
す
七

夕
飾
り
を
競
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
。

七
夕
の
祭
り
と
儀
式

江
戸
時
代
の
七
夕
の
風
景

第8回

七
夕
の
風
景

旧
暦
七
月
六
日
が
七
夕
ま
つ
り
？

『参詣記』に見える「七月七夕の祭り」　仙台市博物館蔵
※９月１６日まで仙台市博物館で展示中

絵はがき「仙台　美しき扮
飾を凝したる七夕祭り」
昭和初期頃
仙台市博物館蔵

【観覧料】常設展料金でご覧いただけます。
　　　　一般・大学生460円（360円）、高校生230円（180円）、小・中学生110円（90円）
※30名以上の団体は（ ）内の料金。このほか各種割引があります。

【開館時間】9：00～16：45（入館は16：15まで）
【会期中の休館日】毎週月曜日（8/12は開館）

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター ＠sendai_shihaku ▶博物館HP 検 索仙台市博物館 ⬅

戦国時代の東北地方で、最終的に最大の大名となった伊達政宗。そのルーツは鎌倉時代に
さかのぼります。
本展覧会では、伊達氏の初祖・朝宗から歴史を説き起こし、14世稙宗、15世晴宗、16世輝宗、
そして17世政宗を中心に、戦国時代に躍動した伊達氏の姿をぜひご覧ください。

９月1日(日)まで好評開催中！

▶８月の休館日　毎週月曜日（8月12日は開館）

（左）織田信長朱印状　伊達輝宗宛
　　（天正5年・1577）閏7月23日　
　　仙台市博物館蔵　[通期展示]

（右）重要文化財　黒漆五枚胴具足
　   伊達政宗所用
　   仙台市博物館蔵　[通期展示]

企
画
展
戦国の伊達氏―稙宗から政宗へ

東北最大の勢力を築く
政宗の姿

織田信長から輝宗への文書

◆仙台七夕まつり~お盆期間《8/6(火)~8/18(日)》は毎日開館します◆

は る む ね

も ん じ ょ

とも む ね

た ね む ね

て る む ね


